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皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
、
町
村
行
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
森
林
の
整
備
、
保
全
等
に

日
夜
努
力
を
重
ね
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
森
林
地
域
に
立
地
す
る
山
村
地
域
は
、
林
産
物
の
供
給
の
み
な
ら
ず
、
国
土
の

保
全
や
水
源
の
か
ん
養
等
の
多
面
的
機
能
を
有
し
て
お
り
ま
す
が
、
過
疎
化
・
高
齢
化
や

林
業
従
事
者
の
減
少
、
間
伐
の
遅
れ
に
よ
る
森
林
荒
廃
等
が
長
期
化
し
、
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
で
は
現
在
、
森
林
・
林
業
施
策
の
基
本
的
な
指
針
と
な
る
「
森
林
・

林
業
基
本
計
画
」
の
見
直
し
が
議
論
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
政
府
が
最
重
要
課
題
に
掲
げ
る

地
方
創
生
を
実
現
す
る
た
め
に
は
山
村
の
再
生
は
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、
山
村
の
活

性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
実
効
性
の
あ
る
基
本
計
画
の
策
定
を

求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
ま
も
な
く
五
年
が
経
過
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
国
に
対
し
、
県
土
の
約
七
割
を
森
林
が
占
め
る
本
県
に
と
っ
て
、
森
林
除
染
の
実
施

は
本
県
が
復
興
・
再
生
を
果
た
す
う
え
で
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
実
施
を
強
く
要

請
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
は
、
昨
年
末
に
全
面
的
な
森
林
除
染
は
適
当
で
な
い
と
判
断
を
し
ま
し
た
が
、
県
や

市
町
村
、
森
林
関
係
団
体
か
ら
の
再
考
を
求
め
る
声
を
受
け
、
除
染
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

森
林
は
林
業
関
係
者
の
皆
様
に
と
っ
て
就
労
の
場
で
あ
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
放
射
線

量
が
高
く
、
除
染
を
し
な
け
れ
ば
事
故
前
の
よ
う
に
林
業
に
従
事
で
き
な
い
と
大
変
不
安

を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
国
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、
適
宜
、

要
請
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
都
市
の
若
者
や
子
育
て
世
代
の
中
に
、
経
済
性
や
効
率
性
だ
け

で
は
語
る
こ
と
の
で
き
な
い
価
値
を
山
村
に
求
め
る
「
田
園
回
帰
」
の
動
き
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
こ
の
動
き
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

県
町
村
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
全
国
町
村
会
並
び
に
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
美
し
く
伝
統
あ
る
山
村
を
日
本
人
の
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
次
世
代
に

継
承
し
て
い
く
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福島県町村会会長　　　　　　　
新地町長　加　藤　憲　郎

～美しく伝統ある
山村の再生に向けて～
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一
月
二
二
日
、
富
岡
町
「〝
夜
の
森
さ

く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟」
苗
木
寄
贈
を
い

わ
き
市
「
パ
レ
ス
い
わ
や
」
に
て
行
い
ま

し
た
。

　

富
岡
町
夜
の
森
公
園
の
桜
は
、
明
治
三

三
年
半
谷
清
寿
氏
が
農
村
開
発
の
理
想
に

燃
え
て
荒
れ
野
だ
っ
た
こ
の
地
を
開
拓

し
、
入
植
の
記
念
に
と
三
〇
〇
本
の
桜
を

植
え
、
こ
の
一
帯
が
桜
の
名
所
に
な
る
こ

と
を
夢
見
、
こ
れ
が
桜
並
木
の
始
ま
り
で

す
。
こ
の
想
い
は
息
子
六
郎
氏
や
地
区
民

に
受
け
継
が
れ
、
昔
日
の
荒
れ
野
は
花
の

ま
ち
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

四
月
中
旬
頃
の
満
開
時
に
は
、
樹
齢
一

〇
〇
年
近
く
の
一
、
〇
〇
〇
本
あ
ま
り
の

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
乱
れ
、
夜
の
森
公

園
の
桜
通
り
や
富
岡
第
二
中
学
校
東
側
の

桜
並
木
が
、
桜
花
爛
ま
ん
の
「
花
の
ト
ン

ネ
ル
」
を
現
出
し
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
て
夜
桜
見
物
の
人
た
ち
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

原
発
事
故
後
は
、
夜
の
森
公
園
の
桜

は
、「
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。」
と
な

り
ま
し
た
。

　

富
岡
町
の
桜
へ
の
想
い
は
、
富
岡
町
の

町
民
ば
か
り
で
は
な
く
、
全
国
の
皆
様
方

か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「〝
夜
の
森
さ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟」

は
、「
夜
の
森
の
さ
く
ら
」
を
母
樹
と
す

る
苗
木
を
生
産
し
、
全
国
各
地
に
届
け
、

東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故
に
よ
る
被

災
地
の
風
化
防
止
、
復
興
応
援
活
動
を
目

的
と
し
て
、
平
成
二
六
年
六
月
三
日
に
富

岡
町
と
福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

「夜の森さくら」生産者の顔ぶれ

は
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
年
六
月
二
〇
日
、
組
合
員
六
名
に
よ

る
富
岡
第
二
中
学
校
前
の
桜
並
木
か
ら
接

ぎ
木
用
穂
木
を
採
取
し
、
増
殖
に
着
手
し

ま
し
た
。

　

今
回
贈
呈
し
た
苗
木
は
、
平
成
二
七
年

三
月
九
日
に
富
岡
第
二
中
学
校
前
の
桜
並

木
の
さ
く
ら
か
ら
穂
木
を
採
取
し
、
オ
オ

シ
マ
ザ
ク
ラ
を
台
木
と
し
て
接
ぎ
木
で
増

殖
し
た
さ
く
ら
の
苗
木
で
す
。

　

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合
は
、

富
岡
町
へ
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
方
々
の

近
く
で
、「
夜
の
森
さ
く
ら
」
を
母
と
し

た
子
孫
の
さ
く
ら
が
、
美
し
く
、
き
れ
い

な
花
が
咲
き
続
け
る
富
岡
町
、
福
島
の
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
富
岡
町
の
想
い
を

込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
国
に
発
信
い
た

し
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「夜の森さくら」贈呈式

富
岡
町「〝
夜
の
森
さ
く
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟」苗
木
寄
贈

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふくしまのさくら守りプロジェクト
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平
成
二
七
年
度
林
業
普
及
指
導
員
全
体

研
修
会
を
二
月
二
日
（
火
）、
県
林
業
研

究
セ
ン
タ
ー
研
修
本
館
で
開
催
し
、
林
業

普
及
指
導
職
員
を
は
じ
め
林
業
関
係
者
等

約
八
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
で
は
、
県
内
の
各
林
業
普

及
指
導
地
区
の
代
表
者
七
名
が
、
日
ご
ろ

の
普
及
活
動
の
取
組
に
つ
い
て
の
活
動
発

表
会
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
、
特
用
林

産
の
再
生
産
を
目
指
し
た
取
組
、
安
全
衛

生
対
策
の
取
組
、
経
営
改
善
の
取
組
、
森

林
整
備
を
推
進
す
る
取
組
な
ど
、
日
ご
ろ

の
普
及
活
動
が
報
告
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

発
表
に
対
し
活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
静
岡
市
林
業
研
究
会
副

会
長
の
安
池
勘
司
氏
よ
り
「
し
ず
お
か
市

産
材
の
利
用
促
進
と
仕
組
み
作
り
」
と
題

林
業
普
及
指
導
員
全
体
研
修
会
を
開
催

福
島
県
林
業
振
興
課

「
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
等
に
よ
る
森

林
整
備
の
推
進
」

�

県
北
農
林
事
務
所
　
新
津
　
　
修

「
田
村
市
都
路
町
の
森
林
再
生
に
つ
い

て
」

�

県
中
農
林
事
務
所
　
菅
原
　
直
樹

「
県
南
地
方
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
対

策
に
つ
い
て
」

�

県
南
農
林
事
務
所
　
飯
沼
　
良
弘

「
栽
培
わ
ら
び
の
出
荷
制
限
解
除
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

�

会
津
農
林
事
務
所
　
益
子
　
利
江

「
南
会
津
地
区
の
特
用
林
産
物
の
地
域
振

興
　
南
会
津
地
区
の
き
の
こ
・
山
菜
の

再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
（
そ
の
二
）」

�

南
会
津
農
林
事
務
所
　
高
畑
　
　
純

「
生
産
森
林
組
合
の
経
営
改
善
～
山
上
生

産
森
林
組
合
に
対
す
る
支
援
～
」

�

相
双
農
林
事
務
所
　
福
地
　
雅
弘

「
特
用
林
産
物
の
安
全
性
の
確
保
と
生
産

振
興
に
向
け
た
取
組
」

�

い
わ
き
農
林
事
務
所
　
小
池
　
陽
子

平
成
二
七
年
度

研修会の様子

報告への質疑応答

最優秀賞の表彰

し
て
、
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
地
域

材
の
都
市
空
間
へ
の
導
入
の
取
組
と
市
や

県
の
職
員
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
、
御
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
林
業
振
興
課
飯
沼
課
長
よ

り
活
動
発
表
に
対
す
る
講
評
が
あ
り
、
審

査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
益
子
利
江
さ

ん
（
会
津
農
林
事
務
所
）、
優
秀
賞
に
は

飯
沼
良
弘
さ
ん
（
県
南
農
林
事
務
所
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
の
益
子
さ
ん

は
、
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
る
平
成
二
八
年

度
林
業
普
及
指
導
職
員
東
北
・
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
福
島
県
代
表
と

し
て
参
加
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

各
林
業
普
及
指
導
地
区
か
ら
の
活
動
発

表
課
題
名
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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平
成
二
七
年
度
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
等

活
動
発
表
会
を
二
月
一
日
（
月
）、
県
林

業
研
究
セ
ン
タ
ー
研
修
本
館
で
開
催
し
、

県
内
各
地
の
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
を
は
じ

め
林
業
関
係
者
等
約
八
〇
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
発
表
会
で
は
、
県
内
各
地
で
自
主

的
な
実
践
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

の
活
動
内
容
を
各
地
区
ご
と
に
発
表
す
る

こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
各
グ
ル
ー
プ
の
活

動
の
展
開
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
六
団
体
か
ら
、

森
づ
く
り
活
動
、
女
性
目
線
か
ら
の
地
域

づ
く
り
、
若
者
を
取
り
込
ん
だ
地
域
づ
く

り
、
わ
ら
び
園
の
再
開
へ
向
け
た
活
動
、

自
然
観
察
や
木
育
へ
の
取
組
な
ど
、
様
々

な
活
動
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
石
川
県
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会
会
長
の
上
野
長
次
郎
氏
よ

り
、「
林
業
後
継
者
大
会
を
契
機
と
し
た

担
い
手
育
成
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、

平
成
二
七
年
に
開
催
さ
れ
た
第
四
四
回
全

国
林
業
後
継
者
大
会
実
行
委
員
会
会
長
の

立
場
か
ら
見
た
大
会
開
催
ま
で
の
林
研
グ

ル
ー
プ
の
関
わ
り
や
様
々
な
取
組
に
つ
い

て
、
御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
林
業
振
興
課
飯
沼
課
長
よ

福
島
県
林
研
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

第
十
五
回
通
常
総
会
の
開
催

　
　

同
日
、
福
島
県
林
研
グ
ル
ー
プ
連
絡

協
議
会
第
十
五
回
通
常
総
会
を
開
催

し
、
平
成
二
八
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
、
役
員
の
改
選
等
を
協
議
し
ま

し
た
。

　
　

新
た
な
役
員
等
は
次
の
と
お
り
で
、

任
期
は
平
成
二
八
年
四
月
一
日
か
ら
二

年
間
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

指
導
、
ご
支
援
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
事
業
計
画
】

１　

第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
に
向
け
た
活
動

２　

東
北
・
全
国
規
模
で
開
催
さ
れ
る
各

種
研
修
会
等
へ
の
参
加

３　

高
校
生
等
に
対
す
る
林
業
経
営
就
業

体
験
等
事
業
の
実
施

４　

県
内
で
開
催
さ
れ
る
研
修
会
等
へ
の

参
加
・
支
援

５　

福
島
県
林
業
祭
へ
の
参
加

６　

森
林
・
林
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
参
加

７　

グ
ル
ー
プ
活
動
等
に
関
す
る
情
報
の
提
供

【
役
　
員
】

　

会　

長　

豊
田　

新
一

（
田
人
林
業
研
究
会
）

　

副
会
長　

小
山　
　

満

（
下
郷
町
林
業
振
興
協
議
会
）

　

副
会
長　

早
矢
仕
恵
子

（
ふ
た
ば
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２
０
０
０
）

　

監　

事　

松
崎　

勝
美

（
田
村
森
林
研
究
会
）

　

監　

事　

小
椋　

敏
光

（
舘
岩
地
区
林
業
振
興
協
議
会
）

【
顧
　
問
】

　

渡
邉　

一
夫
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
森
林
の
会
）

　

蛭
田　
　

一
（
田
人
林
業
研
究
会
）

区　分 地　区 グループの名称 発表のテーマ

福島県知事賞 南会津 舘岩地区林業振興協議会
私たちが変われば南会津の林業は変えら
れる～舘岩地区林業振興協議会女性部の
活動～

公益社団法人
福島県森林・林業・
緑化協会長賞

県　南 NPO法人
南湖森林公園案内人の会

森の大切さを伝える（自然観察や木工工
作を通して）

福島県林研グループ
連絡協議会長賞

県　北 福島地区木材協同組合 ちびっこ青空木工教室の取組み
県　中 農事組合法人三株牧野組合 三株高原わらび園の復活を目指して

会　津 NPO法人
福島県もりの案内人の会会津支部 里山林「会津の森」の整備について

いわき フクシマ環境未来基地 森林ボランティア活動を核とした、若者
育成、異世代交流、地域づくりの実践

平
成
二
七
年
度

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
等
活
動
発
表
会
を
開
催

福
島
県
林
業
振
興
課

発表会の様子

県知事賞の表彰

り
活
動
発
表
に
対
す
る
講
評
、
審
査
結
果

の
発
表
が
あ
り
、
最
後
に
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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一
月
二
二
日
（
金
）、
福
島
市
の
杉
妻

会
館
に
お
い
て
、
資
格
（
林
業
技
士
）
取

得
に
向
け
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
森
林
再
生
な
ど
復
興

需
要
が
高
ま
る
中
、
林
業
事
業
体
等
に
お

け
る
技
術
者
養
成
支
援
を
目
的
に
日
本
林

業
技
士
会
福
島
県
支
部
、
林
業
関
係
団
体

等
の
後
援
を
得
て
開
催
し
た
も
の
で
、
当

日
は
、「
平
成
二
八
年
度
林
業
技
士
養
成

研
修
」
の
受
講
予
定
者
な
ど
三
〇
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
「
林
業
技
士
制
度
」
は
、
一
般
社
団
法

人
日
本
森
林
技
術
協
会
が
認
定
す
る
森
林

や
林
業
に
関
す
る
専
門
的
技
術
者
の
資
格

日本林業技士会長小林洋司氏による講話

当協会竹山誠氏による体験発表

受講状況

認
定
・
登
録
制
度
で
、
昭
和
五
三
年
度
の

制
度
発
足
以
来
こ
れ
ま
で
全
国
で
約
一
万

三
千
人
の
有
資
格
者
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
や
県
の
林
業
や
森
林
土
木

事
業
に
お
け
る
入
札
参
加
資
格
等
に
お
い

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
資
格
で
す
。

　

講
習
会
で
は
、
日
本
林
業
技
士
会
会
長

で
東
京
大
学
名
誉
教
授
（
農
学
博
士
）
の

小
林
洋
司
氏
が
「
技
術
者
養
成
と
林
業
技

士
制
度
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
を

行
い
、
林
業
の
現
状
や
課
題
、
林
業
の
役

割
や
木
材
利
用
の
意
義
、
林
業
技
士
制
度

の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
平
成
二
五
年
度
に
林
業
経
営
部

門
（
林
業
技
士
資
格
八
部
門
の
一
つ
）
で

合
格
し
た
当
協
会
業
務
部
森
林
再
生
室
の

竹
山
誠
主
査
が
「
林
業
技
士
養
成
研
修
を

受
講
し
て
」
と
題
し
て
体
験
を
発
表
し
、

通
信
教
育
（
レ
ポ
ー
ト
作
成
）
や
ス
ク
ー

リ
ン
グ
研
修
に
つ
い
て
自
ら
の
体
験
を
基

に
、
参
考
資
料
の
紹
介
や
受
講
の
注
意
点

な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
県
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に

は
中
堅
技
術
者
の
育
成
・
確
保
が
急
務
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
講
習
会
を
契
機

に
、
林
業
技
士
資
格
取
得
へ
向
け
多
く
の

方
が
挑
戦
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

「
資
格
（
林
業
技
士
）
取
得
に

向
け
た
講
習
会
」
を
開
催

（
公
社
）
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会



林業福島　平成28年３月１日発行（第三種郵便物認可）

6―　 ―

①
高
性
能
林
業
機
械
実
践
研
修
会

　

高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
効
率
的
な
素

材
生
産
シ
ス
テ
ム
の
習
得
の
た
め
の
研
修

を
、
平
成
二
七
年
九
月
十
四
日
か
ら
十
六

日
ま
で
の
三
日
間
、
い
わ
き
市
田
人
町
な

ど
で
開
催
し
ま
し
た
。（
上
段
の
研
修
日

程
）
参
加
者
は
延
べ
七
四
名
で
し
た
。

②
森
林
作
業
道
作
設
研
修
会

　

効
率
的
な
素
材
生
産
シ
ス
テ
ム
の
基
盤

で
あ
る
丈
夫
で
簡
易
な
森
林
作
業
道
を
作

設
す
る
た
め
の
研
修
会
を
、
平
成
二
八
年

一
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
四
日

間
、
い
わ
き
市
田
人
町
の
前
山
国
有
林
で

開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
土
木
技
術
を

向
上
さ
せ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
で
対

象
者
は
、
初
級
研
修
修
了
者
ま
た
は
一
定

森林作業道作設研修掘削状況

同上研修丸太組工設置状況

高性能林業機械実践研修会　研修日程

室内研修
（１日目）

⑴　高性能林業機械の概要（種類）について
⑵　グループ討論・発表
　　「安全な作業のために～災害事例紹介
及び対策～」
⑶　高性能林業機械の構造と保守・点検・
管理の方法
⑷　林業仕様の可燃物堆積による火災警告
⑸　これからの新しい高性能林業機械につ
いて

現地研修
（２・３日目）

⑴　スイングヤーダの索張り研修（全員）
⑵　プロセッサによる造材作業
⑶　スイングヤーダによる集材作業
⑷　グラップル付フォワーダによる積込
み・運搬作業
⑸　実機を使用したメンテナンス作業（オ
イル交換等）
⑹　スイングヤーダ索張り撤去（全員）

高性能林業機械実践
研修メンテナンス実習

森
林
整
備
担
い
手
対
策
の

　

取
組
に
つ
い
て

―
本
年
度
基
金
事
業
実
施
の
概
要
⑵
―

林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

◎
は
じ
め
に

　

福
島
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、「
支
援
セ
ン
タ
ー
」）
で
は
、

林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
に
向

け
、
事
業
体
の
雇
用
管
理
の
改
善
、
林
業

の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
の
た
め
、
各
種

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
前
月
号
に
引
き
続
き
、
支

援
セ
ン
タ
ー
が
本
年
度
に
行
っ
た
県
の
補

助
事
業
で
あ
る
森
林
整
備
担
い
手
基
金
事

業
の
林
業
労
働
者
等
研
修
事
業
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

以
上
の
経
験
と
技
術
を
有
し
て
い
る
者

で
、
八
事
業
体
九
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
座
学
と

し
て
、「
研
修
補
助
教
材
二
〇
一
四 

急
傾

斜
地
や
ぜ
い
弱
地
で
の
森
林
作
業
道
づ
く

り
」
を
学
ん
だ
後
、
現
地
で
踏
査
や
土
工

の
基
本
技
術
、
簡
易
構
造
物
の
設
置
等
を

学
び
ま
し
た
。

③
森
林
再
生
研
修
会

　

放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
森
林
の
再

生
の
た
め
、
平
成
二
八
年
一
月
二
九
日
に

開
催
し
、
参
加
者
は
四
一
名
で
し
た
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
室
内
研
修
と
し
て
、

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所
放

射
性
物
質
影
響
評
価
監
、
高
野
勉
氏
よ
り

「
森
林
内
の
放
射
性
物
質
動
態
に
関
す
る

最
新
の
知
見
」
と
題
し
て
、
放
射
性
物
質

の
基
礎
知

識
、
森
林

総
研
の
取

組
概
要
、

汚
染
の
現

状
と
今
後

の
推
移
、

森
林
整
備

に
向
け
た

実
証
事
業

に
つ
い
て

等
の
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
福
島
県
森
林
整
備
課
主
幹
兼

副
課
長
、
栁
田
範
久
氏
か
ら
「
福
島
県
の

森
林
・
林
業
再
生
の
取
組
」
と
題
し
て
、

依
然
と
し
て
森
林
整
備
面
積
が
大
震
災
前

の
約
半
分
で
あ
る
こ
と
、
森
林
・
林
業
へ

の
影
響
や
森
林
整
備
停
滞
に
よ
る
影
響
、

「
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
」
の
概
要
や

流
れ
、
施
工
事
例
に
つ
い
て
講
義
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
の
現
地
研
修
は
、
二
本
松
市
吉
倉

字
家
老
山
地
内
の
県
行
造
林
地
に
お
け
る

「
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
」
の
実
施
状

況
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

県
北
農
林
事
務
所
の
担
当
者
か
ら
、
事

業
実
施
前
ま
で
の
施
業
履
歴
、
実
施
状
況

（
間
伐
・
作
業
道
・
放
射
性
物
質
対
策
と

し
て
丸
太
筋
工
、
木
材
搬
出
）
に
つ
い
て
、

ま
た
、
丸
太
筋
工
の
採
用
理
由
、
空
間
放

射
線
量
率
の
施
工
前
後
の
推
移
の
状
況
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◎
お
わ
り
に

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も
、
様
々
な

事
業
・
研
修
会
等
を
展
開
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高性能林業機械実践研修
タワーヤーダ索張り実習

現地研修で間伐についての
説明を受ける参加者

室内研修での参加者と講師の高野氏
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「
半
田
山
の
復
旧
に
向
け
た
治
山
工
事
に
つ
い
て
」

林
野
庁
　
関
東
森
林
管
理
局

福
島
森
林
管
理
署
　
治
山
グ
ル
ー
プ

　

福
島
森
林
管
理
署
は
、
北
は
伊
達
郡
桑

折
町
か
ら
南
は
郡
山
市
に
わ
た
る
五
市
四

町
一
村
（
五
八
、
六
五
二
㌶
）
の
国
有
林

野
を
管
理
・
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
三
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四

六
分
に
宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
東
日
本

大
震
災
の
大
き
な
揺
れ
に
よ
り
、
半
田
山

（
伊
達
郡
桑
折
町
）
の
東
斜
面
に
大
規
模

な
山
腹
崩
壊
が
二
箇
所
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
桑
折
町
役
場
付
近
で
も
大
き
な

山
鳴
り
が
確
認
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

被
災
当
時
は
、
桑
折
町
を
は
じ
め
周
辺

住
民
の
方
々
か
ら
早
期
復
旧
を
願
う
要
望

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
該
箇
所
は
国
道
四
号
付
近
か

ら
崩
壊
状
況
が
眺
望
で
き
る
ほ
ど
の
大
き

な
災
害
で
あ
り
ま
し
た
。

　

半
田
山
（
標
高
八
六
三
㍍
）
は
、
う
つ

く
し
ま
百
名
山
及
び
県
立
自
然
公
園
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
来

訪
者
が
豊
か
な
自
然
を
求
め
訪
れ
る
場
所

で
あ
り
、
春
は
美
し
い
桜
が
満
開
と
な
る

名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
後
開
催
を
自
粛
し
て
い
た

半
田
山
山
開
き
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
震

災
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

半
田
山
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代

に
か
け
度
重
な
る
地
滑
り
が
発
生
し
、
現

在
の
姿
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
署
で
は
半
田
山
の
復
旧
に
向
け
、
平

成
二
三
年
度
に
崩
壊
地
の
状
況
調
査
を
実

施
し
、
平
成
二
四
年
度
よ
り
本
格
的
な
復

旧
治
山
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
該
箇
所
の
下
流
域
に
は
、
半
田
山
自

然
公
園
を
は
じ
め
、
民
有
林
林
道
、
簡
易

水
道
施
設
な
ど
保
全
対
象
が
存
在
し
て
い

ま
す
。

　

施
工
箇
所
は
、
東
部
地
区
（
一
・
三
五

㌶
）・
西
部
地
区
（
〇
・
五
六
㌶
）
の
二

箇
所
に
わ
か
れ
て
お
り
、
両
地
区
と
も
に

急
峻
な
地
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

復
旧
治
山
工
事
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
可
能
な
限
り
木
材
を
使
用
し
た
工
種

の
採
用
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
工

地
周
囲
の
環
境
及
び
景
観
へ
の
配
慮
が
可

能
と
な
り
、
か
つ
、
木
材
の
利
用
拡
大
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

施
工
地
が
急
傾
斜
地
で
あ
る
た
め
、
資

材
運
搬
は
モ
ノ
レ
ー
ル
を
設
置
し
、
運
搬

す
る
な
ど
の
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
七
年
度
ま
で
の
進
捗
率
は
、
約

七
〇
㌫
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
主
な
工
種

は
、
斜
面
の
浸
食
及
び
崩
壊
の
防
止
を
図

る
簡
易
法
枠
吹
付
工
、
不
安
定
な
土
砂
の

移
動
の
抑
止
及
び
斜
面
勾
配
の
修
正
、
表

面
流
下
水
の
分
散
等
を
図
る
鋼
製
自
在

枠
、
木
製
校
倉
式
土
留
工
、
山
腹
の
地
表

浸
食
を
防
止
す
る
と
と
も
に
植
生
の
生
育

環
境
を
図
る
た
め
の
丸
太
筋
工
な
ど
を
施

工
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
植
生
マ
ッ
ト
伏
工
を
施
し
、
早

期
緑
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
規
模
な
崩
壊
の
た

め
、
震
災
後
五
年
を
経
過
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
未
だ
概
成
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

福
島
森
林
管
理
署
で
は
、
半
田
山
の
豊

か
な
緑
を
取
り
戻
す
た
め
、
早
期
復
旧
に

向
け
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

平成27年12月撮影（半田山管理センター駐車場より） 平成23年５月18日撮影（伊達地方消防組合西分署付近より）

西部地区 東部地区
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「
戸
津
辺
の
サ
ク
ラ
」
は
、
東
白

川
郡
矢
祭
町
中
石
井
字
戸
津
辺
地

内
に
生
育
し
て
い
る
。
生
育
地
は
、

国
道
一
一
八
号
を
塙
町
か
ら
矢
祭

方
面
に
向
い
、
矢
祭
町
に
入
っ
て

間
も
な
く
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
の
高
架
を

く
ぐ
る
。
く
ぐ
っ
た
ら
す
ぐ
に
左

手
に
曲
が
る
と
正
面
の
小
高
い
丘

に
姿
を
現
す
。
国
道
一
一
八
号
か

ら
も
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
の
東
側
の
丘
に

本
樹
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
樹
に
つ
い
て
の
故
事
来
歴
等

で
あ
る
が
、
本
樹
の
生
育
地
一
帯

は
か
っ
て
「
上
の
屋
敷
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
サ
ク

ラ
は
高
貴
な
人
の
屋
敷
に
植
え
ら

れ
て
い
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い

る
。
本
樹
の
名
称
は
、
地
名
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
種
子

播
き
桜
」
と
し
て
開
花
の
状
況
な

ど
か
ら
農
作
業
を
始
め
る
目
じ
る

し
と
も
な
っ
て
き
た
桜
で
あ
る
。

さ
ら
に
根
元
に
は
小
さ
な
祠
が
あ

り
、
古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
と
し

て
地
域
で
大
切
に
保
護
さ
れ
て
来

た
。

　

生
育
地
の
地
形
は
、
緩
や
か
な
南
斜
面

で
、
根
元
周
辺
は
樹
冠
投
影
下
の
範
囲
が

広
く
柵
で
保
護
さ
れ
、
西
側
は
急
な
斜
面

で
ス
ギ
が
生
育
し
、
そ
の
下
に
は
Ｊ
Ｒ
水

郡
線
が
通
っ
て
い
る
。
東
側
は
農
道
を
挟

み
深
い
谷
の
地
形
で
、
果
樹
畑
と
な
っ
て

い
る
。
南
と
北
側
は
牧
草
地
や
野
菜
畑
と

な
っ
て
い
て
、
日
照
条
件
も
良
く
生
育
環

境
は
良
好
で
あ
る
。

　

本
樹
の
樹
種
は
バ
ラ
科
サ
ク
ラ
属
の
エ

ド
ヒ
ガ
ン
で
あ
る
。
エ
ド
ヒ
ガ
ン
は
サ
ク

ラ
類
の
中
で
も
長
寿
の
種
で
、
本
樹
の
推

定
樹
齢
は
約
六
〇
〇
年
と
い
わ
れ
る
古
木

で
、
平
成
十
二
年
三
月
三
一
日
に
福
島
県

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

形
状
寸
法
は
、
樹
高
一
七
・
五
〇
㍍
、

幹
周
六
・
八
〇
㍍
、
根
元
周
七
・
三
〇
㍍

の
巨
樹
で
あ
る
。
主
幹
南
側
下
位
部
及
び

北
側
中
位
部
に
は
、
大
き
な
開
口
の
覆
冠

治
療
跡
が
あ
る
。
ま
た
、
主
幹
は
根
元
付

近
と
地
上
四
・
〇
㍍
程
度
か
ら
数
本
の
主

枝
を
分
岐
し
大
き
な
樹
冠
を
形
成
し
て
い

る
。

　

枝
張
り
は
、
東
一
五
・
一
〇
㍍
、
西
一

〇
・
一
〇
㍍
、
南
一
五
・
三
〇
㍍
、
北
一

八
・
二
〇
㍍
と
均
整
の
と
れ
た
枝
を
四
方

「
自
然
に
親
し
む
」
福
島
県
の
巨
樹
・
名
木
　
― 

12 

―

樹
木
医
　
鈴
　
木
　
俊
　
行

戸
津
辺
の
サ
ク
ラ

に
大
き
く
広
げ
、
一
本
で
こ
ん
盛
と
し
た

森
を
思
わ
せ
る
樹
形
を
呈
し
て
い
る
。

　

本
樹
の
保
護
保
全
に
は
、「
戸
津
辺
の

桜
を
守
る
会
」
が
下
草
刈
り
や
施
肥
、
防

除
な
ど
の
育
成
管
理
を
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
県
と
町
は
平
成
十
三
年

十
月
か
ら
平
成
十
四
年
二
月
に
か
け
て
、

主
幹
腐
朽
開
口
部
の
覆
冠
、
枯
枝
切
除
、

土
壌
改
良
、
根
系
保
護
柵
の
設
置
な
ど
の

外
科
的
、
内
科
的
な
大
々
的
な
治
療
を
実

施
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
保
護
柵
の
拡
大

や
根
系
保
護
の
た
め
の
木
道
の
修
繕
や
新

設
な
ど
を
行
な
い
保
護
保
全
に
努
め
て
い

る
。

　

本
樹
は
、
本
県
の
サ
ク
ラ
の
中
で
も
一

番
早
く
咲
き
四
月
上
旬
に
は
満
開
と
な
り

多
く
の
サ
ク
ラ
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い

る
。
私
の
一
押
し
は
、
何
と
言
っ
て
も
樹

形
の
美
し
さ
で
あ
る
。
特
に
東
側
の
畑
か

ら
仰
ぎ
見
る
姿
は
、
ま
る
で
白
鳥
が
羽
を

大
き
く
広
げ
今
に
も
飛
び
立
と
う
と
す
る

か
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
樹
形
で
、
圧
倒

さ
れ
る
。
福
島
県
内
の
サ
ク
ラ
の
巨
樹
の

中
で
、
樹
形

の
美
し
さ
、

ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
良
さ
で

は
群
を
ぬ
い

て
お
り
、
私

の
好
き
な
お

勧
め
の
サ
ク

ラ
の
一
本
で

あ
る
。
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　会津地域森林計画区の対象森林は約24万haで、うち当会津農林事務所は約14万haの森林を管轄しております。

この広大な森林の整備を着実に進め、将来にわたって適正に管理していくためには、効率的な森林整備の基盤と

なる路網整備が不可欠です。

　しかし、近年の林道事業は、限られた予算の中で、より優先順位の高い路線を整備していますので、地元の要

望には応えきれない状況にあることから、効率的・効果的に林道や作業道を整備するため、市町村や林業事業体

の方々を対象に、国・県道、市町村道へのアクセスを工夫するための線形や設計等について指導してまいりまし

た。

　会津地方は、積雪寒冷地に加え急峻な地形が多く、他と比べ立地的条件が厳しいため、いかにして素材の搬出

コストを抑えて競争力を高められるかが求められています。また、人工林の高齢級化が進んでおり、持続的に人

工林を管理していくためには、適時適切に伐採して跡地に再び植栽することで、資源の循環利用と再生のバラン

スをとることが重要です。以上のことから、未来への投資として10年、20年先でも多少手を加えれば利用が可能

な、“丈夫な道”づくりの普及に取り組んでまいりましたので、その内容を紹介します。

　事例　Ａ地区　整備区域面積　 74.4ha　作業道整備延長　1,000ｍ　路網密度　16.8ｍ／ ha→30.2ｍ／ ha

　　　　Ｂ地区　整備区域面積　150.8ha　作業道整備延長　1,000ｍ　路網密度　17.9ｍ／ ha→24.5ｍ／ ha

○作業道作設で特に留意するよう指導している点

・盛土で路体を構築する場合は、盛土を強固にするため、盛土断面のみならず地山側の路体について掘り起こし、

法尻の盛土と一体的な締固めを行うこと。

・路面洗掘を防止するため路面排水工を短区間で配置すること。（近年は丸太とゴム板の横断排水も多く見られ

るが、走行性は多少悪くなるが素堀りにより路面を凹型とし横断排水する。）

・急峻な箇所への盛土に丸太を利用して補強する場合、恒久的な構造物ではないことから柳粗朶などを盛土に挿

し、植生による安定を図ること。

〈作業道作設における各工種の事例〉

○作業道の計画的な整備

・土質が悪い箇所が多い会津地方においては、含水比が高くなる雨が多い時期は作業効率の低下のみならず安

全面からも避けるべきですが、補助事業の事務手続きの都合で適期に着手できないことがあります。

　そのため、森林整備と作業道開設のスケジュールを検討し効率的に進むよう、森林経営計画作成や補助事業

の事務手続きについても指導しています。

森林整備に求められる道づくり

普及指導員通信

丸太路盤工 素掘り横断排水工 丸太積工

■会津農林事務所
� 林業普及指導員　吉　成　吉　美
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団体のページ

県内林業界初 ?!
“ドローン導入”

福島県森林組合

連 合 会

森連だより
　

み
な
さ
ん
は
「
ド
ロ
ー
ン
」
と
聞
い
て

何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

　

そ
も
そ
も
「
ド
ロ
ー
ン
」
と
言
う
言
葉

が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
昨
年
春
に
発
生
し
た
首
相
官
邸
無
人

機
落
下
事
件
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
他

に
も
小
型
無
人
飛
行
機
を
飛
ば
す
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
予
告
し
、
祭
り
の
進
行

を
妨
害
し
た
事
件
な
ど
、
悪
い
印
象
を
持

つ
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
新
し
い
技
術
に
対
し
て
は
、

マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
が
ち
で
す
が
、
世
界
で
は
そ
の
利
便

性
の
良
さ
か
ら
、
人
が
容
易
に
近
づ
け
な

い
災
害
現
場
で
の
利
用
や
、
将
来
的
に
は

配
送
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
な
ど
様
々
な
分

野
で
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
近
年
、
日
本
の
林
業
界
に
お
い

て
も
「
ド
ロ
ー
ン
」
の
活
用
が
模
索
さ
れ
、

徳
島
県
の
那
賀
町
で
は
架
線
集
材
の
ワ
イ

ヤ
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
た
め
の
細
引
き
の

架
け
渡
し
へ
の
活
用
を
目
的
と
し
た
実
証

実
験
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
青
森
県
で
は
松

く
い
虫
の
被
害
状
況
の
調
査
手
法
と
し
て

の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
県
内
林
業
界
で

は
初
め
て
、
相
馬
地
方
森
林
組
合
で
事
業

に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
試
み
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
組
合
で
は
、
東

日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け

た
海
岸
防
災
林
の
復
旧
に
取

組
ん
で
お
り
、
広
大
な
施
業

現
場
の
施
工
管
理
を
す
る
た

め
に
何
か
良
い
方
法
は
な
い

か
と
思
案
し
た
結
果
、
安
価

で
導
入
が
容
易
な
ド
ロ
ー
ン

へ
と
辿
り
着
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
組
合
が
導
入
し
た

ド
ロ
ー
ン
は
、
大
き
さ
が
約

三
五
㌢
㍍
四
方
、
高
さ
約
二
〇
㌢
㍍
、
重

さ
一
・
三
㌔
㌘
程
で
す
。
組
み
立
て
は
、

本
体
に
四
枚
の
ブ
レ
ー
ド
を
取
り
付
け
、

バ
ッ
テ
リ
ー
を
入
れ
る
だ
け
で
、
特
別
な

工
具
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
操
作
は
、
リ

モ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
よ
り
行
い
ま

す
が
、ラ
ジ
コ
ン
の
様
に
直
感
的
に
扱
え
、

カ
メ
ラ
か
ら
の
ラ
イ
ブ
映
像
を
確
認
し
な

が
ら
操
作
で
き
る
の
で
初
め
て
の
人
に
も

簡
単
で
す
。

　

た
だ
し
、
航
空
法
や
電
波
法
等
の
法
令

遵
守
と
、
十
分
な
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
扱
い
の
注
意
点
と
操
作
に

関
す
る
説
明
を
受
け
、
実
際
に
屋
外
で
飛

ば
す
と
、
風
の
影
響
を
受
け
少
し
風
下
に

流
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
安
定
感
が
あ

り
、
画
像
も
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
き
れ
い
に

撮
れ
ま
す
。
操
作
し
た
組
合
の
方
か
ら

も
、
と
て
も
操
作
し
や
す
く
、
画
像
も
き

れ
い
で
十
分
に
事
業
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
反
応
も
上
々
で
し
た
。

　

な
お
、
撮
影
し
た
空
中
写
真
か
ら
は
、

オ
ル
ソ
・
３
Ｄ
画
像
も
作
成
す
る
こ
と
が

可
能
で
、
森
林
情
報
等
の
基
盤
整
備
に
も

期
待
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
度
の
組
合
の
試
み
に
対
し
て
、
当

会
と
し
て
も
何
か
協
力
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
考
え
、
購
買
部
門
を
通
じ
た
情
報

収
集
や
、
操
作
予
定
者
へ
の
事
前
の
操
作

練
習
の
機
会
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
や
興
味
が
あ
る
方
は
、
当
会
へ
お

声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
森
林
組
合
系
統
で
は
鋸
や
斧
、

長
靴
等
の
山
道
具
だ
け
で
な
く
、
日
用
品

ま
で
広
く
取
り
扱
い
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
近

く
の
森
林
組
合
ま
で
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

相馬地方森林組合が導入したドローン

ドローン操作風景
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平
成
二
七
年
度
福
島
県
き
の
こ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

	

（
公
社
）
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

	

（
福
島
県
き
の
こ
振
興
協
議
会
）

　

平
成
二
八
年
一
月
二
二
日
（
金
）、
福

島
県
き
の
こ
振
興
協
議
会
は
、
福
島
県
農

業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
約
一
〇
〇

名
の
参
加
の
も
と
平
成
二
七
年
度
き
の
こ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
か
ら
五
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
な
か
で
、
県
内
の
き
の
こ
産
業
も
自
立

の
兆
し
が
見
え
始
め
、
現
状
を
見
直
す
と

と
も
に
将
来
の
き
の
こ
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

を
探
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
次
世
代
に
向
け
て
」
と
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
当
た
り
、
来
賓
を
代
表
し
て
福

島
県
林
業
振
興
課
主
任
主
査
の
古
川
成
治

氏
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
午
前
中
は
原

木
栽
培
を
中
心
に
、
午
後
は
主
に
菌
床
栽

培
を
中
心
に
セ
ミ
ナ
ー
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
き
の
こ
生
産
者
か
ら
の
質
問
等

に
対
応
す
る
た
め
、
各
き
の
こ
種
菌
メ
ー

カ
ー
の
方
々
の
御
出
席
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

最
初
の
講
演
は
、
福
島
県
林
業
振
興
課

の
古
川
成
治
氏
か
ら
「
福
島
県
に
お
け
る

き
の
こ
の
放
射
性
物
質
検
査
状
況
」、「
福

島
県
に
お
け
る
き
の
こ
原
木
の
供
給
状

況
」、「
原
木
し
い
た
け
栽
培
再
開
の
た
め

の
実
証
試
験
」
と
い
う
三
つ
の
演
題
で
、

き
の
こ
栽
培
に
お
け
る
放
射
能
に
よ
る
影

響
の
実
状
や
将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み

な
ど
に
併
せ
て
、
原
木
し
い
た
け
の
露
地

栽
培
再
開
に
向
け
た
県
の
調
査
・
検
証
等

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
株
式
会
社
北
研
食
用
菌
類

研
究
所
の
高
橋
信
氏
か
ら
「
中
山
間
地
域

で
の
産
地
化
へ
の
取
り
組
み
」
と
題
し
、

群
馬
県
上
野
村
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
上
野
村
の
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
の
役
割

や
人
口
増
加
対
策
の
た
め
の
雇
用
の
推
進

に
関
す
る
こ
と
な
ど
が
、
地
域
の
森
林
資

源
の
有
効
活
用
や
地
産
地
消
の
動
き
な
ど

に
絡
ま
せ
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
い
わ
き
菌
床
椎
茸
組
合
の
渡
部

明
雄
氏
に
よ
る
「
大
規
模
・
高
品
質
生
産

へ
の
挑
戦
」
と
題
し
た
福
島
県
内
の
事
例

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
全
国
で
も
誇
れ

る
生
産
規
模
と
な
っ
た
組
織
の
設
立
か
ら

現
在
ま
で
の
歩
み
や
、
経
営
理
念
、
地
域

貢
献
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
夢
を
織
り
交

ぜ
た
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
長
野
県
の
株
式
会
社
協
全
商
事

の
平
森
親
男
氏
か
ら
「
生
産
コ
ス
ト
削
減

に
向
け
た
取
り
組
み
」
と
題
し
、
最
新
技

術
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
一
の
き
の

こ
生
産
県
を
支
え
て
き
た
機
械
の
製
造

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
豊
富
な
経
験
や
新
た

な
取
り
組
み
な
ど
貴
重
な
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
原
木
生
産
者
、

菌
床
生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
が
研
修
に
参
加
さ

れ
る
よ
う
講
演
の
内
容
を
幅
広
く
設
定
し

て
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
き
の
こ
生
産
者
の
方
々
は
、
ま

だ
ま
だ
放
射
能
の
影
響
や
風
評
と
対
峙
し

な
が
ら
生
産
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す

が
、
福
島
県
き
の
こ
振
興
協
議
会
と
し
て

は
、
生
産
者
の
方
々
の
将
来
を
見
据
え
た

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
少
し
で
も
後
押
し
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

セミナーの様子

セミナーの様子
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十
一
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
一
四
㌫
増
（
前
年
比

一
㌫
減
）
の
二
九
、
五
八
二
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
に
つ
い
て
は
、
前
月
比
一
〇
㌫
増
（
前
年
比
四
㌫
減
）
の
二
八
、

六
四
九
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
二
月
の
価
格
に
つ
い
て
は
保
合
と
な
っ
て
い
る
。

素材の価格〈工場着価格〉（12月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを、＊印は前月実
績がなかったことを示す。

　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各
地域の平均的価格を示す。

　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、
福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

区分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

 4.00

並 カラマツ 　（　～　）  7 （ 6～ 9） 0

13～14 並 カラマツ 　（　～　）  8 （ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 　（　～　） 10 （ 9～11） 0

点
を
な
く
す
た
め
に
思
い
つ
い
た
の
が
二

箇
所
で
の
同
時
開
催
だ
っ
た
。
す
ぐ
に
各

関
係
者
に
経
緯
の
説
明
等
を
行
い
、
二
つ

の
新
土
場
を
確
保
で
き
、
無
事
に
木
材
市

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
出
材
量
は

目
標
の
九
〇
〇
立
方
㍍
を
上
回
る
一
、
〇

〇
〇
立
方
㍍
以
上
の
出
材
が
あ
り
、
好
評

の
ま
ま
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
こ
で
中
断
せ
ず
に
開
催
し
た
こ
と
に

よ
り
、
次
の
木
材
市
（
来
年
度
は
だ
い
く

ら
ス
キ
ー
場
駐
車
場
に
戻
れ
る
見
込
み
）

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思

う
。
そ
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
各

関
係
者
の
方
々
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

感
謝
申
し
上
げ
る
。

豪
雨
災
害
を
乗
り
切
る

～
南
会
津
産
木
材
市
～

　

震
災
の
あ
っ
た
平
成
二
三
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
南
会
津
産
木
材
市
は
今
年
で
五
年

目
を
迎
え
た
。
土
場
と
し
て
使
用
し
て
い

る
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
の
駐
車
場
に
、
地

元
材
が
並
ぶ
の
も
見
慣
れ
た
光
景
と
な
っ

て
い
た
。

　

今
年
度
も
六
月
の
順
調
な
開
催
に
引
き

続
き
、
十
月
開
催
の
準
備
を
進
め
て
い
た

中
、
南
会
津
郡
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

災
害
が
発
生
し
た
。
平
成
二
七
年
九
月
関

東
・
東
北
豪
雨
災
害
だ
。
被
害
は
南
会
津

町
内
の
広
範
に
お
よ
び
、
だ
い
く
ら
ス

キ
ー
場
の
斜
面
崩
落
も
あ
っ
て
、
被
害
の

大
き
さ
に
驚
愕
し
て
い
た
。
各
関
係
者
が

被
害
の
状
況
や
対
応
に
追
わ
れ
、
一
刻
も

早
い
復
旧
に
向
け
て
動
い
て
い
た
最
中
、

事
務
所
に
「
木
材
市
で
使
用
し
て
い
る
駐

車
場
を
土
砂
置
き
場
と
し
た
い
。」
と
の

一
本
の
電
話
が
あ
っ
た
。

　

木
材
市
の
開
催
を
中
止
し
よ
う
か
と
い

う
声
も
挙
が
っ
た
が
、
よ
う
や
く
軌
道
に

乗
っ
て
き
た
木
材
市
を
こ
こ
で
中
断
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
思
い
が
強
く

あ
っ
た
。

　

連
絡
が
あ
っ
た
後
、
す
ぐ
に
代
替
地
を

探
し
始
め
た
。
同
様
の
好
条
件
な
場
所
が

見
つ
か
ら
な
い
中
、
二
つ
の
候
補
地
を
挙

げ
た
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
南
会
津
郡
の

東
西
よ
り
の
位
置
に
あ
る
た
め
、
搬
出
距

離
が
長
く
な
り
、
出
材
量
が
減
少
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
欠

山
　
下
　
陽
　
平

南
会
津
農
林
事
務
所

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会 津 地 方 浜 通 り 地 方 県 平 均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一

般

用

材

小
 5～ 9

 4.00
並

ス　ギ
9 （ 8～10） 0 　（ 0～ 0） 0  9 （ 8～ 9） 0  9 （ 8～10） 0

10～13 並 12 （11～12） 0  9 （ 9～ 9） 0 10 （10～10） 0 11 （ 9～12） 0

中

14～18

 3.00
並 ス　ギ 13 （13～14） 0 13 （13～13） 0 11 （ 9～12） 0 12 （ 9～14） 0

並 ヒノキ 14 （12～16） 0 　（ 0～ 0） 0 15 （15～15） 0 15 （12～16） 0

 6.00
並 ス　ギ 17 （15～19） 0 12 （10～14） 4 15 （14～17） 0 15 （10～19） 0

並 ヒノキ 22 （16～25） △3 　（ 0～ 0） 0 22 （18～25） 0 22 （16～25） △1

20～28

 3.65 並 ス　ギ 12 （11～13） 0 11 （11～12） △1 10 （ 9～11） 0 11 （ 9～13） 0

 4.00 並
アカマツ

10 （ 8～11） 1 　（ 0～ 0） 0  8 （ 7～ 8） 0  9 （ 7～11） 0

 1.80 並 6 （ 5～ 7） 0 　（ 0～ 0） 0  8 （ 7～ 9） 2  7 （ 5～ 9） 1

外

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 31 （27～35） 0 31 （27～35） 0

並 米マツ 35 （35～35） 0 33 （33～33） 2 32 （29～35） 0 33 （29～35） 1
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

 3.80 並 エゾマツ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 28 （27～28） 0 28 （27～28） 0

 4.00
並 ベニマツ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 34 （28～39） 0 34 （28～39） 0

並 カラマツ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 27 （25～28） 0 27 （25～28） 0
南
洋
材

70～90 8～14
並 ラワン 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0

並 アガチス 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0

パルプ
用　材

− −
並 マ　ツ  5 （ 5～ 5） 0 　（ 0～ 0） 0  5 （ 5～ 5） 0  5 （ 5～ 5） 0

並 広葉樹  8 （ 8～ 8） 0 　（ 0～ 0） 0  7 （ 7～ 7） 0  8 （ 7～ 8） 0

南会津の山に栄える木材市
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株式会社　福島測機
福島市渡利山ノ下前37-2　TEL 024-523-1706　FAX 024-523-1704

１. 樹木の様に比較的まっすぐな場合 ２. 堆積物等の山なり形状の場合

LDM-20
レーザーハイトセンサー「ハイト mini」
LDM-20

【LDM-20　仕様】 測 距 範 囲
測 距 精 度
傾斜センサー分析能
測　　　　　定
寸　　　　　法
重　　　　　量
付　　属　　品

反射板　無30ｍ　有300ｍ
±５mm
0.1
高さ・水平距離・斜距離
Ｗ64・Ｈ64・Ｄ180
650ｇ

ソフトケース・反射板・取説
RS232Cケーブル・EXCEL取込ソフト

高さ測定

表紙の写真

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
総
合
研
究
所
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

相

馬

雅

俊

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
八
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

はなしの
ひろば

卒
　
業

　
式

「木の温もり」
第12回ふくしま森林・林業写真
コンクールで入選を受賞した佐
藤源策さん（郡山市）の作品。
撮影場所（福島県林業研究センター）

　

そ
れ
は
、
感
動
的
な
卒
業
式
だ
っ
た
。
広
い
ス
テ
ー
ジ
の
中
央
に
は
高
校
三
年
生
の
保

護
者
代
表
と
校
長
先
生
二
人
だ
け
が
椅
子
に
腰
掛
け
て
い
た
。「
今
日
の
こ
の
日
に
君
達
が

一
番
感
謝
を
捧
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
三
年
間
物
心
両
面
で
支
え
て
く
れ
た
君
達

の
保
護
者
の
方
々
で
す
。」
当
時
の
鵜
川
昇
校
長
先
生
（
横
浜
市
・
桐
蔭
学
園
）
の
そ
の
挨

拶
で
合
点
が
い
っ
た
。
そ
し
て
「
次
に
感
謝
を
伝
え
て
ほ
し
い
の
は
…
」
と
続
け
、
ス
テ
ー

ジ
に
は
教
員
、
図
書
室
、
医
務
室
、
購
買
部
、
食
堂
、
寮
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
の
方
た
ち

が
登
場
し
た
。
生
徒
代
表
が
、
三
年
間
支
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
花
束
を
贈
呈
。

最
後
に
校
長
先
生
の
「
君
た
ち
は
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
生
き
て
い
き
な
さ
い
。」

そ
れ
が
は
な
む
け
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
閉
式
ま
で
三
〇
分
余
。「
三
年
間
の
業
」
を
終
え
た

式
典
に
は
、
外
部
の
来
賓
は
一
人
も
な
く
、
桐
蔭
学
園
の
教
育
理
念
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　

一
方
、
過
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
特
選
の
作
品
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。「
一
人
で

も
ひ
と
り
で
は
な
い
と
答
辞
よ
む
原
発
村
の
少
女
の
卒
業
」
み
ん
な
避
難
を
し
て
一
人
の

卒
業
式
だ
が
、
心
は
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
あ
の
原
発
事
故
か
ら
五
年
が
経
過
す
る
が
、

原
発
村
と
い
う
表
現
が
未
だ
生
々
し
い
。
三
月
に
な
る
と
思
い
だ
す
息
子
の
卒
業
式
と
否

応
な
し
の
一
人
の
少
女
の
卒
業
式
、
ど
ち
ら
に
も
か
け
が
え
の
な
い
価
値
が
あ
る
。

　

三
月
は
桜
前
線
が
少
し
ず
つ
北
上
し
、
本
格
的
な
春
の
訪
れ
だ
が
、
三
月
十
一
日
を
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
で
、
必
ず
通
り
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
お
ひ
さ
ま
の
し
ず
く
」
と
い

う
詩
集
に
小
学
二
年
生
の
女
の
子
（
福
島
市
）
が
こ
ん
な
詩
を
寄
せ
て
い
る
。「
さ
く
ら
の

花
が
さ
く
こ
ろ
は
／
う
れ
し
さ
と
か
な
し
さ
が
／
り
ょ
う
ほ
う
い
っ
ぺ
ん
に
や
っ
て
く
る
」

　

桜
は
心
で
見
る
も
の
。
と
、
か
つ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。�
（
都
）



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

北関東支店　〒963-8052　福島県郡山市八山田 5-314
　　　　　　 TEL 024-973-5166　FAX 024-973-5168
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住化グリーン株式会社
本社　　　　〒103－0016　東京都中央区日本橋小網町１番８号 　　　　　　TEL.03-6837-9422　FAX.03-6837-9423
東北営業所　〒981－3133　宮城県仙台市泉区泉中央３丁目10番３号　泉セントラルビル202号室　TEL.022-771-6681　FAX.022-771-6682

ヤシマスミパイン乳剤
ヤシマスミパインMC
グリンガードNEO
バークサイドF
ヤシマNCS
モリエートマイクロカプセル
マツグリーン液剤2
マッケンジー

与作シート（茶・白）
折りたたみ式
専用キャリーバック使用（　　　　　　 ）

野生獣類から大切な
植栽木を守る
ヤシマレント

大切な日本の松を守る
住化グリーンの林業薬剤

蜂さされ防止
ハチノックL（巣退治）
ハチノックS（携帯用）

ヤマビル対策に
マリックスター（駆除剤）

タケを駆除する
クロレートS

くん蒸用生分解性シート

ハスクバーナー・ゼノア㈱福島県代理店

㈲うねめ林業機械
TEL（024）952－2657・FAX（024）951－7775　〒963－0211　郡山市片平町字新蟻塚108の１

水冷ディーゼル
X379301020
￥3,375,000（税抜）

40㎝（16"）
RSP	 21BPX	 967159403
	 95VPX	 967159303
HS	 25AP	 967159104
	 91VXL	 967159204

SR3000-2
竹もOK!

出力　22.3kW（質量1,330㎏）

最大処理径

180㎜

GZ3950EZ
排気量　39.1㎤（質量4.4㎏）

￥111,200（税抜）
45㎝（18"）
RSP	 21BPX	 967160502	
	 95VPX	 967159902
HM	 21BPX	 967160504
	 95VPX	 967159904

GZ4350EZ
排気量　43.1㎤（質量4.4㎏）

￥137,700（税抜）

 チッパシュレッダ 　プロソー
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